
 
九州大学広報室 

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-10-1 
TEL:092-642-2106 FAX:092-642-2113 

MAIL:koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 
PRESS RELEASE（2008/07/02）                                      URL:http://www.kyushu-u.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■内 容 
 ・今般、世界で始めての大型洋上ハイブリッド発電システムを提案する。これは、洋上に、ＳＣＦ（ス

ーパーカーボンファイバー）コンクリート製の母浮体２基と多数の子浮体を一定間隔で浮かべ、そ

の間を耐衝撃性・耐蝕性・耐摩耗性に優れた新素材で緩やかに連結させることにより、水面に浮か

ぶ睡蓮のようなフレキシブルな形態を採用する（風に柳のように波浪の力を受け流す。台風時には

子浮体を潜水させることも可能）。 
各子浮体には高耐蝕性太陽光パネルを搭載しており、管理・制御機能の有する母浮体と SCF（スー

パーカーボンファイバー：開発済み）で電気と情報を相互に伝達する。 
  なお母浮体には、高耐蝕性太陽光パネルに加えて、耐食性の風レンズ風車などが搭載され、合理的

なハイブリッド発電を行う。 
・ 経済シミュレーション解析によれば、建設コストは,10~15 万円/kW であり、NEDO の風力発電の

損益分岐点 25 万円/kW に比べても格段に安い。 
・ この方式によれば、100 万 kW 級の洋上発電の実現が１０年程度で実現可能であり、待ったなしの

地球温暖化防止の切り札になる。 
 ・国土交通省（沿岸技術研究センター）は、この SCF コンクリート製浮体（SCF コンクリート構造

の設計・施工法、九大土木で確立）の優れた特長（安い、丈夫、錆びない、従来工法に比べて CO2

が 80%以上削減）に着目して調査費をつけ、技術評価委員会を九大で（第１回：７月８日伊都

九大キャンパス）開くことにした。 
 
■マスコミ発表 
 日時： ７月８日（火） １０：００～１２：００ 
場所： 九州大学伊都キャンパス ウェスト２号館９階 945 号室土木会議室 
内容：１）大型洋上ハイブリッド発電システムの新提案とその基盤技術の説明 
   ２）玄海灘に浮かべる 60ｍ級中抜き６角形ＳＣＦコンクリート製浮体の 

１/50 模型の展示と説明 
 
※ 当日は、これらのことについて動画を使用し、説明する予定です。 

 
 

【お問い合せ】 
九州大学名誉教授 太田俊昭   Tel:092-671-3198 

  九州大学大学院工学研究院環境都市部門教授 
   小松利光   Tel:092-802-3413 

 
 

 
「大型洋上ハイブリッド発電システムの新提案とその基盤技術」について 

概 要 
SCF（スーパーカーボンファイバー）研究会（会長：太田俊昭九州大学名誉教授）と九州大学大学

院工学研究院（小松利光教授、日野伸一教授、園田佳巨教授ら）は、環境とエネルギー問題を解消し、

低炭素社会の礎となる画期的な浮体式洋上発電の構築技術を先導的に研究開発して 
います。 
このたび、本研究開発に関して、下記のとおり、マスコミ発表を行います。 
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